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■ 本県の温室効果ガス排出量・吸収量の特性や課題
・2016年度における本県の温室効果ガス排出量は4,277万t-CO2
・特に、産業部門・工業プロセス部門(セメント製造業等)
の温室効果ガス排出割合が大きい

※2016年度実績
山口県 約６８％

> 全国 約３５％

・一方、森林整備等による
温室効果ガス吸収量は
８９万トンと推計
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山口県の部門別排出構成 全国の部門別排出構成
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■ 山口県地球温暖化対策実行計画（第2次計画）
地球温暖化対策の推進に関する法律、気候変動適応法に基づき、
地球温暖化対策に係る取組の一層の推進を図るため、令和３年３月に策定
[計画期間] 2021(R3)年度～2030(R12)年度 [基準年度] 2013(H25)年度
[削減目標] 2030年度における温室効果ガス排出量を2013年度比

17.8%削減（国の当時の削減目標(26%削減)等を踏まえ設定）

国の動きや社会情勢の変化を踏まえ、令和５年３月末、改定を予定

１ 山口県の現状



２ 県内コンビナート企業の状況

3出典）2050年CNに向けた各業界のビジョン（経団連HPから抜粋）

国の2050年カーボンニュートラル宣言等を背景に、ＣＮ宣言を表明する企業や、
CNを目指した専門部署を設置し、取組を進めようとする企業が増加

各業界団体においても、2050 年CN に向けたビジョンの中で、目指す絵姿・将
来像や、それを実現するための道筋・マイルストーンを示している

（１）企業及び業界団体の動き



（２）研究開発の取組
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出光興産、宇部興産等は、カルシウム含
有廃棄物を活用し、炭酸塩化、高付加価
値化するための技術開発に着手

トクヤマ等は、化石燃料排ガス
のCO₂を微細ミスト技術により
回収、CO₂を原料とする炭酸塩
生成技術の研究開発に着手

各社は、CO2を再資源化するカーボンリサイクル技術を研究開発中

出典）企業、NEDOのプレスリリースから抜粋

東ソー等は、低濃度CO2からの
尿素誘導体合成法を開発



石 油 化 学
ソ ー ダ
セ メ ン ト
ゴム・鉄鋼

石 油 精 製
石 油 化 学
製 紙
繊 維

石 油 精 製
肥 料
ア ン モ ニ ア
セ メ ン ト
半 導 体 ガ ス

○副生水素の発生
○資源となり得るCO2の排出
○CO2の固定化・吸収源となり得るセメント工場の立地
○既存の製油所を活用した合成燃料精製の可能性
○次世代エネルギー源の製造技術等を保有

産業界ではエネルギーのCN化や再エネの導入拡大、CO2を抜本的に削減する
技術の確立に向けた取組等が進められている中、本県コンビナートは大きな
ポテンシャルを保有している

岩国・大竹

周南

宇部・山陽小野田

（３）本県コンビナートのポテンシャル
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（４）本県コンビナートの課題
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原料・副生物、廃棄物を含め、
製造プロセスが高度に最適化

石炭火力発電による安価で
安定的な電気を確保

低廉かつ安定的な代替エネルギーの確保が必要

施設・設備の新設や改修が必要

円滑に進めるための規制緩和等が必要

①CO2の利活用のため、合成燃料の製造、CO2の固定化など、技術開発・導入が不可欠
②生産プロセスの革新やCO2削減に向けた更なる省エネ設備の導入が必要

原料・プロセス転換等を、
コンビナート全体で検討することが必要

低廉かつ安定的なエネルギーの確保

更なる技術開発や設備投資等

コンビナート全体での取組

課題の解決には、コンビナート全体で取り組む必要があり、
山口県コンビナート連携会議に議論の場を設け、
カーボンニュートラル実現に向けた取組を進める



３ 構想の策定
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企業や関係自治体等との緊密な連携のもと、本県コンビナートにおける
カーボンニュートラルの実現に向けた取組を進めるための構想の策定を目指す

カーボンニュートラル実現に向けた
やまぐちコンビナート低炭素化構想（仮称）

CO2の排出削減

•省エネ設備の導入

•企業間連携による高効率化

•カーボンフリー燃料・再生可
能エネルギーへの転換

CO2の利活用

•カーボンリサイクルによるCO2
の燃原料化

•コンビナート内の循環サイク
ルの構築

CO2の回収・貯留

•排出が不可避なCO2排出を補う
資源化を伴う固定化

•CO2の貯蔵、吸収源確保

本県コンビナートが有する強みを生かし、
あらゆる選択肢を考慮し

ベストミックスによる将来像を描く


